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今
後
の
森
林
・
林
業
施
策
の
基
本
理

念
と
基
本
的
な
施
策
の
方
向
を
定
め
た

森
林
・
林
業
基
本
法
が
、
第
一
五
一
回

通
常
国
会
で
の
審
議
を
経
て
可
決
成
立

し
ま
し
た
の
で
、
本
法
律
の
制
定
背
景

及
び
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。�

�

１
「
制
定
背
景
」�

�

(1)
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
の
多
様
化�

　
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
は
、
木

材
生
産
機
能
か
ら
、
水
源
の
か
ん
養
、

国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
教

育
の
場
と
し
て
の
利
用
等
の
多
面
に
わ

た
る
機
能
の
発
揮
へ
と
多
様
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
適
正
に
森
林
の
整
備

と
保
全
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。�

��

(2)
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化�

　
一
方
で
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
、
林
業
の
採
算
性
は
悪
化
し
、
林

業
収
入
も
低
下
す
る
な
ど
、
林
業
を
め

ぐ
る
情
勢
は
著
し
く
悪
化
し
て
い
ま
す
。�

�

(3)
管
理
不
十
分
な
森
林
の
増
加�

　
こ
の
た
め
、
森
林
所
有
者
の
林
業
へ

の
意
欲
や
関
心
が
近
年
急
速
に
減
退
し
、

管
理
不
十
分
な
森
林
が
増
加
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
な
ど
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
森
林
の
管
理
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

(4)
国
際
的
な
動
向�

　
ま
た
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
が

重
要
と
な
る
中
で
、
森
林
を
生
態
系
と

し
て
と
ら
え
、
森
林
に
対
す
る
多
様
な

要
請
に
永
続
的
に
対
応
す
べ
き
と
い
う

「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
の
推
進
に

向
け
て
、
国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
地
球
全
体
で
は
、
毎
年
我
が
国
の
国

土
の
約
３
割
に
相
当
す
る
面
積
の
森
林

が
減
少
・
劣
化
し
、
砂
漠
化
の
影
響
は

全
陸
地
の
約
４
分
の
１
も
の
広
大
な
地

域
に
及
ん
で
い
ま
す
。
）�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
民
の
要

請
に
応
え
て
我
が
国
の
森
林
が
将
来
に

わ
た
り
適
切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
木

材
生
産
を
主
体
と
し
た
政
策
か
ら
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

を
図
る
た
め
の
政
策
へ
と
転
換
す
る
た

め
、
森
林
・
林
業
基
本
法
が
旧
林
業
基

本
法
を
改
正
す
る
形
で
制
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。�

�

２
「
法
律
概
要
」�

�

　
　�

�

(1)
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮�

①
森
林
の
有
す
る
国
土
の
保
全
、
水
源

の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆

の
保
健
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
林
産

物
の
供
給
等
の
様
々
な
機
能
が
持
続
的

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
森
林
を
適
正
に
整
備
・
保
全
。�

②
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
に
は
、

山
村
に
お
け
る
継
続
的
な
林
業
生
産
活

動
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
定
住
の
促
進

等
に
よ
る
山
村
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
配
慮
。�

�

(2)
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展�

①
林
業
が
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、

林
業
の
担
い
手
の
確
保
、
林
業
の
生
産

性
の
向
上
を
通
じ
、
望
ま
し
い
林
業
構

造
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
を

持
続
的
か
つ
健
全
に
発
展
。�

②
林
産
物
の
適
切
な
供
給
及
び
利
用
を

確
保
す
る
た
め
、
国
民
の
需
要
に
即
し

た
林
産
物
の
供
給
、
国
民
の
理
解
に
基

づ
く
林
産
物
利
用
の
促
進
。�

�

①
政
府
は
、
森
林
・
林
業
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

基
本
計
画
を
策
定
。�

②
計
画
記
載
事
項�

　
ア
　
施
策
の
基
本
的
な
方
針�

　
イ
　
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

　
　
発
揮
並
び
に
林
産
物
の
供
給
及
び

　
　
利
用
に
関
す
る
目
標�

　
ウ
　
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

　
　
講
ず
べ
き
施
策
等�

③
情
勢
の
変
化
、
施
策
の
効
果
に
関
す

る
評
価
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
５
年
ご

と
に
変
更�

��  �①
森
林
の
整
備
の
推
進�

②
森
林
の
保
全
の
確
保�

③
技
術
の
開
発
及
び
普
及�

④
山
村
地
域
に
お
け
る
定
住
の
促
進�

⑤
国
民
等
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進�

�

⑥
都
市
と
山
村
の
交
流
等�

⑦
国
際
的
な
協
調
及
び
貢
献�

  ��　
　
　
　
　
　�

①
望
ま
し
い
林
業
構
造
の
確
立�

②
人
材
の
育
成
及
び
確
保�

③
林
業
労
働
に
関
す
る
施
策�

④
林
業
生
産
組
織
の
活
動
の
促
進�

⑤
林
業
災
害
に
よ
る
損
失
の
補
て
ん�

���

①
木
材
産
業
等
の
健
全
な
発
展�

②
林
産
物
の
利
用
の
促
進�

③
林
産
物
の
輸
入
に
関
す
る
措
置�

��

�

3
「
沖
縄
の
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
」�

�

　
今
後
、
活
力
あ
る
沖
縄
の
森
林
・
林

業
の
振
興
を
図
る
に
は
、
森
林
・
林
業

基
本
法
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、

資
源
内
容
の
脆
弱
性
、
島
嶼
性
、
市
場

の
遠
隔
性
等
の
条
件
の
下
で
、
亜
熱
帯

性
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
林
業
生
産

の
ほ
か
、
計
画
的
な
造
林
な
ど
に
よ
る

森
林
資
源
の
質
的
な
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
た
め
に
は
林
業
生
産
活

動
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

と
も
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
・
流

通
体
制
の
整
備
等
を
積
極
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

�

森
林
・
林
業
基
本
法
�

森
林
・
林
業
基
本
法
及
び�

水
産
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て�
森
林
・
林
業
基
本
法
及
び�

水
産
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て�

■森林の有する多面的な機能�

“ふるさと”やんばるの森林（国頭村）�

良質で豊かな水を育む水源かん養林（国頭村）�

育成天然林施業後20年余経過した森林（イジュ）（名護市）�

第
２
　
森
林
・
林
業�

　
　
　
　
　
基
本
計
画�

第
１
　
基
本
理
念�

第
３
　
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の�

　
　
　
発
揮
に
関
す
る
施
策�

第
４
　
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な�

　
　
　
発
展
に
関
す
る
施
策�

第
５
　
林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
の�

　
　
　
確
保
に
関
す
る
施
策�
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新
た
な
水
産
政
策
の
基
本
理
念
と
基

本
的
な
施
策
の
方
向
を
定
め
た
水
産
基

本
法
が
、
第
一
五
一
回
通
常
国
会
で
の

審
議
を
経
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
の
で
、

本
法
律
の
制
定
背
景
及
び
概
要
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。                              �

�

１
「
制
定
背
景
」                                                     �

�

(1)
新
た
な
国
際
海
洋
秩
序
の
導
入
、定
着�

　
戦
後
の
我
が
国
漁
業
は
、
沿
岸
か
ら

沖
合
へ
、
沖
合
か
ら
遠
洋
へ
と
漁
場
を

外
延
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
連
海
洋
法
条

約
の
下
で
、
自
国
の
二
百
海
里
水
域
の

資
源
の
持
続
的
利
用
を
基
本
に
、
漁
業

の
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。�

�

(2)
漁
業
生
産
の
減
少
と
自
給
率
の
低
下�

　
我
が
国
の
漁
業
生
産
は
、
遠
洋
漁
業

の
国
際
規
制
の
強
ま
り
、
周
辺
水
域
の

資
源
状
況
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
漁
場
生

産
は
ピ
ー
ク
時
の
半
減
に
ま
で
減
少
し
、

我
が
国
の
水
産
物
の
自
給
率
は
、
近
年

は
六
割
以
下
に
低
下
し
て
い
ま
す
。�

  

こ
の
た
め
、
中
長
期
的
に
は
世
界
の

水
産
物
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
中
で
、
国
内
漁
業
生
産
を
基

本
と
し
た
水
産
物
の
供
給
体
制
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

(3) 

漁
業
者
の
減
少
と
高
齢
化�

　
漁
業
生
産
の
担
い
手
に
つ
い
て
は
、

若
い
漁
業
者
を
中
心
に
従
事
者
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
が
進
行
し
、

こ
れ
に
伴
い
、
漁
村
の
活
力
も
低
下
し

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
国
民
に
対
す
る
水
産
物

の
安
定
供
給
を
確
か
な
も
の
と
す
る
と

と
も
に
、
漁
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
も
、
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
、
育

成
と
そ
の
経
営
発
展
を
可
能
と
す
る
条

件
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
新
た
な
海
洋

秩
序
の
下
で
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し

た
新
た
な
政
策
体
系
を
確
立
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
は
安
全
と
安
心
を
、
水

産
関
係
者
は
自
信
と
誇
り
を
得
て
、
生

産
者
と
消
費
者
、
そ
し
て
都
市
と
漁
村

の
共
生
を
実
現
す
る
た
め
、
水
産
基
本

法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

�

２
「
法
律
概
要
」 �

���
(1)
水
産
物
の
安
定
供
給          �

①
将
来
に
わ
た
り
、
良
質
な
水
産
物
を

合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
。�

②
水
産
物
の
供
給
に
当
た
っ
て
は
、
水

産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を
確
保
す
る

た
め
、
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条

約
の
的
確
な
実
施
を
旨
と
し
て
水
産
資

源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
水
産
動
植
物
の
増
殖
及
び
養

殖
を
推
進
。�

③
国
民
に
対
す
る
水
産
物
の
安
定
的
な

供
給
に
つ
い
て
は
、
水
産
資
源
の
持
続

的
な
利
用
を
確
保
し
つ
つ
、
我
が
国
の

漁
業
生
産
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
輸
入
を
適
切
に
組
合
せ
。                               �

�

(2)
水
産
業
の
健
全
な
発
展�

①
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
国
民
に
対
し

て
水
産
物
を
供
給
す
る
使
命
を
有
す
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
水
産
資
源
を
持
続

的
に
利
用
し
つ
つ
、
高
度
化
・
多
様
化

す
る
国
民
の
需
要
に
即
し
た
漁
業
生
産

と
水
産
物
の
加
工
・
流
通
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
漁
業
経

営
の
育
成
、
漁
業
・
水
産
加
工
業
、
水

産
流
通
業
の
連
携
の
確
保
及
び
漁
港
、

漁
場
そ
の
他
の
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、

水
産
業
の
健
全
な
発
展
。�

②
漁
村
が
漁
業
者
を
含
め
た
地
域
住
民

の
場
と
し
て
、水
産
業
の
健
全
な
発
展
の

基
盤
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
生
活
環
境
の
整
備
そ
の

他
福
祉
の
向
上
に
よ
り
、
漁
村
の
振
興
。                             

���

(1)
基
本
計
画
の
策
定 �

　
政
府
は
、
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
水
産
基
本
計

画
を
策
定
す
る
。�

(2) 

基
本
計
画
の
内
容�

①
水
産
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
方
針                            �

②
水
産
物
の
自
給
率
の
目
標
（
漁
業
生

産
及
び
水
産
物
の
消
費
の
指
針
と
し
て
、

漁
業
者
等
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明

確
化
。
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に

掲
げ
る
食
料
自
給
率
の
目
標
と
の
調
和

を
保
つ
。
）                                �

 �

(3)
計
画
の
見
直
し �

 

　
水
産
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
を
勘
案

し
、
施
策
の
効
果
に
対
す
る
評
価
を
踏

ま
え
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
基
本
計

画
を
変
更
。                �

����

①
排
他
的
経
済
水
域
等
に
お
け
る
水
産

資
源
の
適
切
な
保
存
及
び
管
理�

②
水
産
資
源
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究�

③
水
産
動
植
物
の
増
殖
及
び
養
殖
の
推

進�④
水
産
動
植
物
の
生
育
環
境
の
保
全
及

び
改
善�

⑤
排
他
的
経
済
水
域
等
以
外
の
水
域
に

お
け
る
漁
場
の
維
持
及
び
開
発�

⑥
水
産
物
の
輸
出
入
に
関
す
る
措
置�

⑦
国
際
協
力
の
推
進�

����

①
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
漁
業
経
営
の

育
成�

②
漁
場
の
利
用
の
合
理
化
の
促
進�

③
人
材
の
育
成
及
び
確
保�

④
災
害
に
よ
る
損
失
の
補
て
ん
等�

⑤
水
産
加
工
業
及
び
水
産
流
通
業
の
健

全
な
発
展�

⑥
水
産
業
の
基
盤
の
整
備�

⑦
技
術
の
開
発
及
び
普
及�

⑧
女
性
の
参
画
の
促
進�

⑨
高
齢
者
の
活
動
の
促
進�

⑩
漁
村
の
総
合
的
な
振
興�

⑪
都
市
と
漁
村
の
交
流
等�

⑫
多
面
的
機
能
に
関
す
る
施
策
の
充
実�

��

３
「
沖
縄
の
水
産
業
に
つ
い
て
」�

 �　
今
後
、
活
力
あ
る
沖
縄
の
水
産
業
の

振
興
を
図
る
に
は
、
水
産
基
本
法
の
基

本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
①
広
大
な
周

辺
海
域
、
黒
潮
流
域
に
位
置
す
る
地
理

的
優
位
性
及
び
熱
帯
性
海
域
の
特
性
を

生
か
し
た
沿
岸
域
に
お
け
る
パ
ヤ
オ
を

利
用
し
た
曵
縄
漁
業
、
ソ
デ
イ
カ
漁
業

等
、
②
沖
合
域
の
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
、
③
モ
ズ
ク
、
車
エ
ビ
等
海
面
養
殖

業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
た
め
に
は
漁
業
生
産
性

の
向
上
の
た
め
、
今
後
と
も 

沿
岸
漁
場

の
整
備
開
発
等
生
産
基
盤
の
整
備
を
進

め
つ
つ
、
栽
培
漁
業
、
資
源
管
理
の
推

進
等
の
施
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

�

第
３
　
水
産
物
の
安
定
供
給
の�

　
　
　
確
保
に
関
す
る
施
策�

第
４
　
水
産
業
の
健
全
な�

　
　
　
発
展
に
関
す
る
施
策�

水
産
基
本
法�

男子漁業就業者の推移�
第
１
　
基
本
理
念�

第
２
　
水
産
基
本
計
画 

県漁連市場のセリ状況�

モズクの収穫作業�

暫定一部供用された南大東漁港�


